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健全な水循環の管理 

流域レベルにおいて、雨水、河川、地下水、氷河、海洋及び生態系を、水循環分析並びに関係施策に適切に統合する。  

デルタ地帯や河口部を含む水生生態系の保全・再生に取り組むと共に、汚水管理やグリーンインフラ、減災のための自然を

活用した解決策を開発アジェンダに包含することを促進する。 

かんがい排水における水の生産性向上のための施策を講じ、食料の安全保障と持続可能な農業を実現する。 

水資源管理と都市部・地方・国家の土地利用計画を統合する。 

 
ガバナンスと包括的な開発  

地方及び国家レベルで、適切な計画立案と安定した調整機構を確立し、安全で持続可能な飲料水を供給し、衛生と汚水管理

サービスを普及・改善する。 

水関連災害に対して、脆弱な人々を保護するとともに、災害管理の取組に組み入れる。  

水に関するアセスメントや活動について、地域の知識・伝統的な知識に沿いつつ、科学的・工学的なアプローチと社会学・

経済学的な視点を統合することを奨励する。 

すべてのステークホルダー、とりわけ女性、若者、障がい者、貧困層の能力向上を図ると共に、そのステークホルダーが、

さまざまなレベルの水ガバナンスにおいて、意思決定プロセスや、ステークホルダー間での連携に参加できる仕組みを構築

するための施策を講じる。 

衛生施設を普及・確保し、また、衛生教育により日常の行動の改善を促し、第 1 回アジア･太平洋水サミットで合意された

とおり、2025 年までに野外排泄を根絶する。 

 
水に関する持続可能な開発目標実行のための資金調達と投資 

あらゆるレベルと規模で、効果の高い水関連への投資のための低金利融資システム、長期のキャッシュフローや魅力的なリ

ターンをもたらす革新的で持続可能な金融手段の開発を支援する。 

公共財政改革、官官連携・官民連携の推進、ブレンドファイナンスの構築、環境・ガバナンス・社会への取り組みを重要視

する投資（ESG 投資）の活用、長期投資のための金融ツールの開発等、革新的な金融ソリューションを採用する。 

災害後の復旧だけではなく、防災（災害への事前準備）や災害リスク低減等のため、インフラ整備及びコミュニティーに根

差した取組への事前投資に重点的に取り組む。 

各国・国際的イニチアティブ間の調和・補完、及び、協働パートナーシップの奨励を目的としつつ、水に関する持続可能な

開発目標に対する資金調達・投資に関するモニタリングシステムを設立する。 

 
 
アジア太平洋地域の水の安全保障に向け、あらゆる関係者間を調整し、より良い取り組みの実施を推進する主導的なプラッ

トフォームであるアジア・太平洋水フォーラム（APWF）に対し、我々は以下のことを求める。 

 
全てのレベルにおける水協力 

この「ヤンゴン宣言：持続可能な発展のための水の安全保障への道筋」、及び、その実施を促す補助文書「行動への呼びか

け」を、関連する地域・国際会議において提起する。 

アジア太平洋地域特有のインプットを、水に関するハイレベルパネル（HLPW）の成果に反映させる。 

アジア太平洋地域における水の安全保障状況を分析し改善を促す「アジア水開発展望（AWDO）」の執筆に引き続き寄与

する。 

2018 年 3 月、ブラジル・ブラジリアで開催予定の第 8 回世界水フォーラムにおけるアジア太平洋地域プロセスをリードし、

域内の水課題解決に向けた行動を呼びかける。 

2018 年 7 月に開催予定のシンガポール国際水週間において、持続可能な発展のための水の安全保障に関する新たなイノベ

ーションを推奨し、行動を通じてリードする。  

ストックホルム世界水週間において、アジア太平洋地域の取組みを発信するための調整役を続ける。 

 
我々は第 3 回アジア・太平洋水サミットを無事成功できたこと、並びに全参加者が暖かい歓迎、寛大なもてなしを受けたこ

とに対し、ミャンマー連邦共和国政府に深く感謝を申し上げる。 


